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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）、ジ（メタ）アクリレートモノマ
ー（Ｂ）、ならびに下記一般式（３）で示されるモノマーおよび下記一般式（４）で示さ
れるモノマーからなる群より選択されるトリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー
（Ｃ）を含み、
　ジ（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）は、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート
、エチレンオキサイド２ｍｏｌ変性ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ヒドロキ
シピバリン酸ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキサイド２
ｍｏｌ変性２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、ジプ
ロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、およびトリプロピレングリコールジ（メタ
）アクリレートからなる群より選択される１種以上である、活性エネルギー線重合性接着
剤。
一般式（３）
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【化３】

（ただし、式中、Ｒ５，Ｒ６，Ｒ７はメチル基または水素であり、Ｒ８はメチル基、水酸
基、アクリロイルオキシ基であり、Ｐ６，Ｐ７，Ｐ８は炭素数２～４のアルキレン基であ
り、ｎ６，ｎ７，ｎ８は０～６の整数である。）
一般式（４）

【化４】

（ただし、式中、Ｒ９，Ｒ１０，Ｒ１１，Ｒ１２はメチル基または水素であり、Ｒ１３，
Ｒ１４はメチル基、水酸基、アクリロイルオキシ基であり、Ｐ９，Ｐ１０，Ｐ１１，Ｐ１
２は炭素数２～４のアルキレン基であり、ｎ９，ｎ１０，ｎ１１，ｎ１２は０～６の整数
である。）
【請求項２】
  活性エネルギー線重合性接着剤中に、水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（
Ａ）を１０～８０質量％、ジ（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）を１０～５０質量％、
トリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）を１０～５０質量％含む、請求項
１記載の活性エネルギー線重合性接着剤。
【請求項３】
  トリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）が、トリメチロールプロパント
リ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド３ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリ
（メタ）アクリレート、プロピレンオキサイド３ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ジトリメチロールプロ
パンテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、エチレン
オキサイド５ｍｏｌ変性ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリト
ールペンタアクリレート、およびジペンタエリスリトールヘキサアクリレートからなる群
より選択される１種以上である、請求項１または２記載の活性エネルギー線重合性接着剤
。
【請求項４】
  さらに、カチオン重合性化合物（Ｄ）を０．１～３０質量％含む、請求項１～３いずれ
か１項に記載の活性エネルギー線重合性接着剤。
【請求項５】
  さらに、ポリウレタン系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｅ１）、ポリエステル系（
メタ）アクリレートオリゴマー（Ｅ２）、およびエポキシ系（メタ）アクリレートオリゴ
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マー（Ｅ３）からなる群より選択される１種以上（ただし、前記モノマー（Ａ）、モノマ
ー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）を除く）含む、請求項１～４いずれか１項に記載の活性エ
ネルギー線重合性接着剤。
【請求項６】
  第一の基材と、請求項１～５いずれか１項に記載の活性エネルギー線重合性接着剤の硬
化物である樹脂層と、第二の基材とを備えた、積層体。
【請求項７】
  前記第一の基材が偏光子であり、前記第二の基材が保護フィルムである、請求項６記載
の積層体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、活性エネルギー線重合性接着剤および積層体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　活性エネルギー線重合性樹脂組成物は、重合速度が速く、また一般に無溶剤で使用でき
るため、作業性に優れ、さらに重合時に必要となるエネルギーが極めて低い等の優れた特
性を有している。活性エネルギー線重合性樹脂組成物は、一般的に、ラジカル重合性の活
性エネルギー線重合性樹脂組成物や、カチオン重合性の活性エネルギー線重合性樹脂組成
物が知られており、接着剤やコート剤等の幅広い分野で使用されている。
【０００３】
　近年、ディスプレイなどの表示装置を含めた情報通信機器の発達と汎用化は目覚しいも
のがある。これらの表示装置においては、コート剤、接着剤、あるいはシーリング剤等の
更なる性能向上および生産性の向上が求められており、活性エネルギー線重合性樹脂組成
物を用いた様々な提案がされている。このような表示装置には、通常、外部光源からの反
射を防ぐための反射防止フィルムや、表示装置の表面の傷付き防止のための保護フィルム
（プロテクトフィルム）など、用途に応じて様々なフィルムが使用されており、例えば、
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）を構成する液晶セル用部材においては、偏光板や位相差フィ
ルムが積層されている。
【０００４】
　また、フラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）は、表示装置として利用するだけではな
く、その表面にタッチパネルの機能を設けて、入力装置として利用されることもある。タ
ッチパネルにも、保護フィルム、反射防止フィルムやＩＴＯ蒸着樹脂フィルムなどが使用
されている。
【０００５】
　また、表示装置には、液晶層を背面から照らして発光させるバックライト方式が普及し
、液晶層の下面側にエッジライト型、直下型等のバックライトユニットが装備されている
。かかるエッジライト型のバックライトユニットは、基本的には光源としての線状のラン
プと、ランプに端部が沿うように配置される方形板状の導光板と、導光板の表面側に配設
される光拡散シートと、光拡散シートの表面側に配設されるプリズムシートを備えている
。最近では、光源として、冷却極管（ＣＣＦＬ）に代わり、色再現性や省電力に優れた発
光ダイオード（ＬＥＤ）が使用されるようになってきたため、より耐熱性や寸法安定性の
要求が高まってきている。
【０００６】
　このようなフィルムは、接着剤を介して被着体に貼着して光学素子用積層体として表示
装置に使用されており、活性エネルギー線重合性接着剤が一形態として使用されている。
【０００７】
　表示装置の具体的な例を挙げると、ＬＣＤに使用する偏光子は、通常ポリビニルアルコ
ール（ＰＶＡ）にヨウ素や染料を吸着させたものを一軸延伸して製造されるが、このＰＶ
Ａ系偏光子は、熱や水分により収縮することで偏光性能が低下し易い。そこで、ＰＶＡ系
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り合わせに使用する接着剤は、従来からポリビニルアルコール系樹脂の水溶液（ＰＶＡ系
水性接着剤）が広く使用されていた。しかし、水性接着剤は塗工後に乾燥工程が必要であ
るところＰＶＡ系偏光子は、耐熱性が低いため低温での長時間の乾燥が必要になり生産効
率が悪い。そこで生産効率向上のため水系接着剤に代えて、活性エネルギー線として紫外
線を用いたカチオン系活性エネルギー線重合性接着剤が検討されている。
【０００８】
　ところで、近年、フラットパネルディスプレイに代わり曲面パネルディスプレイが表示
装置として利用されている。
従来、屋内広告等で使用されていた曲面パネルディスプレイは、携帯電話等の屋外用途で
使用されるようになり、低温から高温まで幅広い温度域で高い耐久性が必要になっている
。特に低温条件下、曲面部において接着剤と基材が剥離する場合があり、より強度な接着
力が求められる。
【０００９】
　表示装置に使用される接着剤としては、カルボキシル基含有ビニル系重合体及びビニル
系単量体を含む接着剤（特許文献１）が開示されている。
【００１０】
　特許文献２には、脂環式エポキシ樹脂と数平均分子量が４００以上のポリオールおよび
活性エネルギー線感応触媒を含む活性エネルギー線接着剤が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２０１５－１１０７６３号公報
【特許文献２】特開２００７－２２４２３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかし、従来の活性エネルギー線接着剤を用いた積層体を、例えば、曲面パネルディス
プレイに用いた場合、低温や高温条件において長時間保存した場合、積層体の曲面部が剥
離する課題があった。
【００１３】
　本発明は、曲面部に対する、優れた低温接着力および高温接着力を有する活性エネルギ
ー線重合性接着剤の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノ
マー（Ａ）、下記一般式（１）で示されるモノマーおよび下記一般式（２）で示されるモ
ノマーからなる群より選択される１種以上であるジ（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）
、ならびに下記一般式（３）で示されるモノマーおよび下記一般式（４）で示されるモノ
マーからなる群より選択されるトリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）を
含む。
【００１５】
一般式（１）
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【化１】

【００１６】
　ただし、式中、Ｒ１，Ｒ２はメチル基または水素であり、Ｐ１，Ｐ３は炭素数２～４の
アルキレン基であり、Ｐ２は炭素数５～１０のアルキレン基であり、ｎ１，ｎ２，ｎ３は
０～６の整数である。
【００１７】
一般式（２）

【化２】

【００１８】
　ただし、式中、Ｒ３，Ｒ４はメチル基または水素であり、Ｐ４，Ｐ５は炭素数２～４の
アルキレン基であり、ｎ４，ｎ５は０～６の整数である。ただしｎ４とｎ５が同時に０に
なることはない。
【００１９】
一般式（３）

【化３】

【００２０】
　ただし、式中、Ｒ５，Ｒ６，Ｒ７はメチル基または水素であり、Ｒ８はメチル基、水酸
基、アクリロイルオキシ基であり、Ｐ６，Ｐ７，Ｐ８は炭素数２～４のアルキレン基であ
り、ｎ６，ｎ７，ｎ８は０～６の整数である。
【００２１】
一般式（４）
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【化４】

【００２２】
　ただし、式中、Ｒ９，Ｒ１０，Ｒ１１，Ｒ１２はメチル基または水素であり、Ｒ１３，
Ｒ１４はメチル基、水酸基、アクリロイルオキシ基であり、Ｐ９，Ｐ１０，Ｐ１１，Ｐ１
２は炭素数２～４のアルキレン基であり、ｎ９，ｎ１０，ｎ１１，ｎ１２は０～６の整数
である。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明により曲面部に対する、優れた低温接着力および高温接着力を有する活性エネル
ギー線重合性接着剤を提供できる。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　まず、本明細書で用いる用語を説明する。
　「活性エネルギー線」とは、紫外線、可視光線、赤外線、エレクトロンビーム（ＥＢ）
、及び放射線を含む、化学反応を生じさせるための活性化に必要なエネルギーを提供でき
る広義のエネルギー線を意味する。本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、上記活性
エネルギー線の照射によって、重合反応が進行し、樹脂層等の硬化物を形成する。
また、「（メタ）アクリロイル」は、「アクリロイルおよびメタクリロイル」を含む。「
（メタ）アクリル酸」は、「アクリル酸およびメタクリル酸」を含む。「（メタ）アクリ
レート」は、「アクリレートおよびメタクリレート」を含む。「（メタ）アクリロイルオ
キシ」は、「アクリロイルオキシおよびメタクリロイルオキシ」を含む。「（メタ）アリ
ル」は、「アリルおよびメタリル」を含む。「モノマー」は、「エチレン性不飽和結合含
有単量体」である。
【００２５】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
＜活性エネルギー線重合性接着剤＞
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤（以下、単に「接着剤」と称することがある）
は、水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）と、ジ（メタ）アクリレートモ
ノマー（Ｂ）、トリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）を含むことが必要
である。
【００２６】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、特定構造の３種類の（メタ）アクリレート
モノマーを併用することで、曲面部の接着剤に使用する場合、低温経時後および高温経後
に剥離が生じない良好な接着力が得られる。そのため、本発明の接着剤は、例えば曲面部
を有するディスプレイパネルに使用することが好ましい。
【００２７】
＜水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）＞
　水酸基含有モノ（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）（以下、化合物（Ａ）ともいう）
は水酸基を有するモノ（メタ）アクリレートであれば良く、特に限定されない。
　接着剤が化合物（Ａ）を含むことで、例えば、ポリビニルアルコール等の水酸基を有す
る基材と水素結合を形成し、室温および低温での接着力がより向上する。
【００２８】
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　化合物（Ａ）は、例えば、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル－、（メタ）アク
リル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシプロピル、（メタ）
アクリル酸４－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸６－ヒドロキシヘキシル、（メタ
）アクリル酸８－ヒドロキシオクチル、シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリ
ル酸エステル、（メタ）アクリル酸１２－ヒドロキシラウリル、（メタ）アクリル酸エチ
ル－α－（ヒドロキシメチル）等の単官能（メタ）アクリル酸グリセロール；
（メタ）アクリル酸グリシジルラウリン酸エステル等の脂肪酸エステル系（メタ）アクリ
ル酸エステル；
【００２９】
　シクロヘキサンジメタノールモノ（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジエタノール
モノ（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、２－ア（メタ）アクリロイルキシエチル－２－ヒドロキシエチル－フタル酸等の環
状（メタ）アクリル酸エステル；
上記水酸基を有する（メタ）アクリレートに対してε－カプロラクトンの開環付加させる
ことで分子末端に水酸基付与した（メタ）アクリル酸エステル；
上記水酸基を有する（メタ）アクリレートに対してエチレンオキサイド、プロピレンオキ
サイド、ブチレンオキサイドなどのアルキレンオキサイドを繰り返し付加したアルキレン
オキサイド付加（メタ）アクリル酸エステル等；の脂肪族（メタ）アクリル酸エステル等
が挙げられる。
【００３０】
　化合物（Ａ）は、これらの中でも低温での接着力に優れる点で、（メタ）アクリル酸２
－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸
３－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチルが好ましく、（メタ
）アクリル酸４－ヒドロキシブチルが好ましい。
【００３１】
＜ジ（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）＞
　ジ（メタ）アクリレートモノマー（Ｂ）（以下、化合物（Ｂ）ともいう）は、下記一般
式（２）で示されるモノマーおよび下記一般式（２）で示されるモノマーからなる群より
選択される１種以上である。
【００３２】
一般式（１）
【化５】

【００３３】
　ただし、式中、Ｒ１，Ｒ２はメチル基または水素であり、Ｐ１，Ｐ３は炭素数２～４の
アルキレン基であり、Ｐ２は炭素数５～１０のアルキレン基であり、ｎ１，ｎ２，ｎ３は
０～６の整数である。
【００３４】
一般式（２）
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【化６】

【００３５】
　ただし、式中、Ｒ３，Ｒ４はメチル基または水素であり、Ｐ４，Ｐ５は炭素数２～４の
アルキレン基であり、ｎ４，ｎ５は０～６の整数である。ただしｎ４とｎ５が同時に０に
なることはない。
【００３６】
　一般式（１）で示されるモノマーの合成する方法を以下の（１）（２）を例にして説明
する。
（１）炭素数５～１０の直鎖または側鎖を有するアルキレンジオールと、（メタ）アクリ
レート基を有する化合物とを反応させた化合物。ここで炭素数５～１０の直鎖または側鎖
を有するアルキレンジオールは、事前に炭素数２～４のアルキレンオキサイド基と反応さ
せた反応中間体を作製してから、さらに反応を行っても良い。
（２）炭素数５～１０の直鎖または側鎖を有するアルキレンジオールと、炭素数２～４の
アルキレンオキサイド基を有する（メタ）アクリレート化合物とを反応させた化合物。
（３）炭素数５～１０の直鎖または側鎖を有するヒドロキシカルボン酸と、炭素数５～１
０の直鎖または側鎖を有するアルキレンジオールと、（メタ）アクリレート基を有する化
合物とを反応させた化合物。
【００３７】
　一般式（２）で示されるモノマーの合成する方法を以下例示する。
　炭素数２～４の直鎖または側鎖を有するアルキレンオキサイド単位を繰り返し有する化
合物と、（メタ）アクリレート基を有する化合物とを反応させた化合物。
【００３８】
　本発明の接着剤は、化合物（Ｂ）を含むことで、低温での接着力が向上する。
【００３９】
　一般式（１）で示されるモノマーは、例えば、ペンタンジオールジ（メタ）アクリレー
ト、２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、ヘキサンジ
オールジ（メタ）アクリレート、ヘプタンジオールジ（メタ）アクリレート、ノナンジオ
ールジ（メタ）アクリレート等の炭素数２～４のアルキレンオキサイド基を有しないジ（
メタ）アクリレートモノマー；
　エチレンオキサイド変性ペンタンジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキサ
イド変性ペンタンジオールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレンオキサイド変性ペン
タンジオールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性２，２－ジメチルプロパ
ン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキサイド変性２，２－ジメ
チルプロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレンオキサイド変
性２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、ヒドロキシピ
バリン酸変性２，２－ジメチルプロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート、エ
チレンオキサイド変性ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、プロピレンオキサイド
変性ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレンオキサイド変性ヘキサン
ジオールジ（メタ）アクリレート、エチレンオキサイド変性ヘプタンジオールジ（メタ）
アクリレート、プロピレンオキサイド変性ヘプタンジオールジ（メタ）アクリレート、テ
トラメチレンオキサイド変性ヘプタンジオールジ（メタ）アクリレート等のアルキレンオ
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【００４０】
　一般式（２）で示されるモノマーは、例えば、エチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラメチレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレング
リコールジ（メタ）アクリレート、ポリテトラメチレングリコールジ（メタ）アクリレー
ト等の１種類のアルキレングリコールを有するジ（メタ）アクリレートモノマー；
　チレングリコール－プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコ
ール－プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコール－ジプロピ
レングリコールジ（メタ）アクリレート、ポリ（エチレングリコール－テトラメチレング
リコール）ジ（メタ）アクリレート；等の２種類以上のアルキレンオキサイドを有するジ
（メタ）アクリレートモノマーが挙げられる。
【００４１】
　化合物（Ｂ）は、これらの中でも低温での接着力が向上する面からヘキサンジオールジ
（メタ）アクリレート（一般式（１）におけるＲ１およびＲ２が－ＣＨ3または水素、Ｐ
２が－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－であり、ｎ１、ｎ２およびｎ３が０
の化合物）、エチレンオキサイド２ｍｏｌ変性ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート
（一般式（１）におけるＲ１およびＲ２が－ＣＨ3または水素、Ｐ１およびＰ３が－ＣＨ2

－ＣＨ2－、Ｐ２が－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－であり、ｎ１、ｎ３
が１であり、ｎ２が０の化合物）、プロピレンオキサイド２ｍｏｌ変性２，２－ジメチル
プロパン－１，３－ジオールジ（メタ）アクリレート（一般式（１）におけるＲ１および
Ｒ２が－ＣＨ３または水素、Ｐ１およびＰ３が一般式（５）で示される構造または一般式
（６）で示される構造、Ｐ２が一般式（７）で示される構造であり、ｎ１、ｎ３が１であ
りｎ２が０の化合物）、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート（一般式（２）
におけるＲ３およびＲ４が－ＣＨ３または水素、Ｐ４およびＰ５が前記一般式（５）で示
される構造または前記一般式（６）で示される構造、ｎ４およびｎ５が１の化合物）、お
よびトリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート（一般式（２）におけるＲ３およ
びＲ４が－ＣＨ３または水素、Ｐ４およびＰ５が前記一般式（５）で示される構造または
前記一般式（６）で示される構造、ｎ４が２、ｎ５が１の化合物）が好ましい。
【００４２】
一般式（５）
【化７】

【００４３】
一般式（６）
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【化８】

【００４４】
一般式（７）
【化９】

【００４５】
＜トリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）＞
　トリまたはテトラ（メタ）アクリレートモノマー（Ｃ）（以下、化合物（Ｃ）ともいう
）は、一般式（３）で示されるモノマーおよび一般式（４）で示されるモノマーからなる
群より選択されるモノマーである。
【００４６】
一般式（３）
【化１０】

【００４７】
　ただし、式中、Ｒ５，Ｒ６，Ｒ７はメチル基または水素であり、Ｒ８はメチル基、水酸
基、アクリロイルオキシ基であり、Ｐ６，Ｐ７，Ｐ８は炭素数２～４のアルキレン基であ
り、ｎ６，ｎ７，ｎ８は０～６の整数である。
【００４８】
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一般式（４）
【化１１】

【００４９】
　ただし、式中、Ｒ９，Ｒ１０，Ｒ１１，Ｒ１２はメチル基または水素であり、Ｒ１３，
Ｒ１４はメチル基、水酸基、アクリロイルオキシ基であり、Ｐ９，Ｐ１０，Ｐ１１，Ｐ１
２は炭素数２～４のアルキレン基であり、ｎ９，ｎ１０，ｎ１１，ｎ１２は０～６の整数
である。
【００５０】
　本発明の接着剤は、化合物（Ｃ）を含むことで、低温での接着力が向上する。
【００５１】
　一般式（３）で示されるモノマーは、例えば、トリメチロールプロパントリ（メタ）ア
クリレート、エチレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート
、プロピレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、テトラ
メチレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリ
スリトールトリアクリレート等のトリ（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００５２】
　一般式（４）で示されるモノマーは、例えば、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ
）アクリレート、エチレンオキサイド変性ジメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレ
ート、プロレンオキサイド変性ジメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、テト
ラメチレンオキサイド変性ジメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ペンタエ
リスリトールテトラアクリレート、エチレンオキサイド５ｍｏｌ変性ペンタエリスリトー
ルテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリ
トールヘキサアクリレート等が挙げられる。
【００５３】
　化合物（Ｃ）は、これらの中でも低温での接着力がより向上する面でトリメチロールプ
ロパントリ（メタ）アクリレート（一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７が－ＣＨ
３または水素、ｎ６、ｎ７およびｎ８が０の化合物）、エチレンオキサイド３ｍｏｌ変性
トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート（一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６お
よびＲ７が－ＣＨ3または水素、Ｐ６、Ｐ７およびＰ８が－ＣＨ2－ＣＨ2－、ｎ６、ｎ７
およびｎ８が１の化合物）、プロピレンオキサイド３ｍｏｌ変性トリメチロールプロパン
トリ（メタ）アクリレート（一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７が－ＣＨ3また
は水素、Ｐ６、Ｐ７およびＰ８が前記一般式（５）で示される構造または前記一般式（６
）で示される構造、ｎ６、ｎ７およびｎ８が１の化合物）、およびジトリメチロールプロ
パンテトラ（メタ）アクリレート（一般式（４）におけるＲ９、Ｒ１０、R１１およびＲ
１２が－ＣＨ３または水素、ｎ９、ｎ１０、ｎ１１およびｎ１２が０の化合物）が好まし
い。
【００５４】
　本発明の接着剤は、化合物（Ａ）、化合物（Ｂ）および化合物（Ｃ）の合計１００質量
％中に、化合物（Ａ）を１０～８０質量％、化合物（Ｂ）を１０～５０質量％、化合物（
Ｃ）を１０～５０質量％含むことが好ましい。化合物（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）を適量含むと室
温（２３℃）の接着力および低温の接着力がより向上する。なお、化合物（Ａ）を２０～
６０質量％、化合物（Ｂ）を２０～４０質量％、化合物（Ｃ）を２０～４０質量％含むこ
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とがより好ましい。
【００５５】
＜カチオン重合性化合物（Ｄ）＞
　本発明の接着剤は、さらにカチオン重合性化合物（Ｄ）（以下、化合物（Ｄ）ともいう
）を含むことが好ましい。これにより光照射による樹脂層の硬化収縮を抑制できるため、
室温接着力および低温接着力がより向上する。
【００５６】
　化合物（Ｄ）は、３員環エーテルであるエポキシ基を有する化合物、４員環エーテルで
あるオキセタニル基を有する化合物、ビニルエーテル化合物、および環状カーボネート化
合物等が好ましい。化合物（Ｄ）は（メタ）アクリロイル基を有さないので、化合物（Ａ
）、（Ｂ）および（Ｃ）とは異なる化合物である。
【００５７】
　エポキシ基を有する化合物（エポキシ化合物）は、芳香族エポキシ化合物、脂肪族エポ
キシ化合物、脂環式エポキシ化合物、エポキシ基含有シランカップリング剤等が挙げられ
る。
【００５８】
　芳香族エポキシ化合物は、例えば、ビスフェノ－ルＡジグリシジルエーテル、ビスフェ
ノ－ルＦジグリシジルエーテル、ビスフェノ－ルＳジグリシジルエーテル、ビスフェノ－
ルＡプロピレンオキサイド付加物のジグリシジルエーテル、フェノ－ルノボラックエポキ
シ、クレゾ－ルノボラックエポキシ、ビフェニル型エポキシ、レゾルシンジグリシジルエ
ーテル、フェニルグリシジルエーテル、フェノ－ルエチレンオキサイドグリシジルエーテ
ル、ｔ－ブチルフェニルグリシジルエーテル等が挙げられる。
【００５９】
　脂肪族エポキシ化合物は、脂肪族モノアルコール、および脂肪族ポリアルコール、なら
びにそのアルキレンオキサイド付加物のグリシジルエーテルが好ましい。
　脂肪族エポキシ化合物は、例えば、アリルグリシジルエーテル、２－エチル－ヘキシル
グリシジルエーテル、１，４－ブタンジオ－ルのジグリシジルエーテル、ネオペンチルグ
リコールのジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオ－ルのジグリシジルエーテル、
グリセリンのトリグリシジルエーテル、トリメチロ－ルプロパンのトリグリシジルエーテ
ル、ポリエチレングリコールのジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコールのジグ
リシジルエーテル、エチレングリコール、ポリプロピレングリコール、およびグリセリン
等の脂肪族多価アルコールに対して１種または２種以上のアルキレンオキサイド（エチレ
ンオキサイドやポリプロピレンオキサイド）を付加することで得られるポリエーテルポリ
オ－ルのポリグリシジルエーテル等が挙げられる。
【００６０】
　脂環式エポキシ化合物は、例えば、１，２－エポキシ－４－ビニルシクロヘキサン、１
，２：８，９ジエポキシリモネン、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エ
ポキシシクロヘキサンカルボキシレート、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル－５，
５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－メタ－ジオキサン、ビス（３，４－エ
ポキシシクロヘキシルメチル）アジペ－ト、ビス（３，４－エポキシ－６－メチルシクロ
ヘキシルメチル）アジペ－ト等が挙げられる。
【００６１】
　エポキシ基含有シランカップリング剤は、例えば、３－グリシドキシプロピルトリメト
キシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピル
メチルジメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、２－（３
，４－エポキシシクロヘキシル）エチル－トリメトキシシラン、５，６－エポキシヘキシ
ルトリメトキシシラン、５，６－エポキシヘキシルトリエトキシシラン等が挙げられる。
【００６２】
　エポキシ化合物は、エポキシ当量が３０～３０００ｇ／ｅｑ程度であり、５０～１５０
０ｇ／ｅｑが好ましい。エポキシ当量が３０ｇ／ｅｑ以上になると樹脂層の柔軟性、およ
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び接着力がより向上する。また、３０００ｇ／ｅｑ以下になると硬化性と接着力がより向
上する。
【００６３】
　オキセタニル基を有する化合物は、例えば、３－エチル－３－ヒドロキシメチルオキセ
タン、１，４－ビス[（３－エチル－３－オキセタニル）メトキシメチル]ベンゼン、ジ（
１－エチル－３－オキセタニル）メチルエーテル、３－エチル－３－（フェノキシメチル
）オキセタン、３－エチル－３－（２－エチル－ヘキシロキシメチル）オキセタン、フェ
ノ－ルノボラックオキセタン、３－エチル－｛（３－トリエトキシシリルプロポキシ）メ
チル｝オキセタン等が挙げられる。
【００６４】
　ビニルエーテル化合物は、例えば、ｎ－アミルビニルエーテル、i－アミルビニルエー
テル、ｎ－ヘキシルビニルエーテル、ｎ－オクチルビニルエーテル、２－エチル－ヘキシ
ルビニルエーテル、ｎ－ドデシルビニルエーテル、ステアリルビニルエーテル、オレイル
ビニルエーテル等の炭素数５～２０のアルキルアルコールおよびアルケニルアルコールの
ビニルエーテル；
シクロヘキシルビニルエーテル、２－メチルシクロヘキシルビニルエーテル、シクロヘキ
シルメチルビニルエーテル、ベンジルビニルエーテル等の脂肪族環または芳香族環を有す
るモノアルコールのビニルエーテル；
グリセロ－ルモノビニルエーテル、１,４－ブタンジオ－ルモノビニルエーテル、１,４－
ブタンジオ－ルジビニルエーテル、１,６－ヘキサンジオ－ルジビニルエーテル、ネオペ
ンチルグリコールジビニルエーテル、ペンタエリトリト－ルジビニルエーテル、ペンタエ
リトリト－ルテトラビニルエーテル、トリメチロ－ルプロパンジビニルエーテル、トリメ
チロ－ルプロパントリビニルエーテル、１,４－ジヒドロキシシクロヘキサンモノビニル
エーテル、１,４－ジヒドロキシシクロヘキサンジビニルエーテル、１,４－ジヒドロキシ
メチルシクロヘキサンモノビニルエーテル、１,４－ジヒドロキシメチルシクロヘキサン
ジビニルエーテル等の多価アルコールのモノビニルエーテルおよびポリビニルエーテル；
トリエチレングリコールジビニルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルモノビニル
エーテル等のポリアルキレングリコールモノジビニルエーテルおよびジビニルエーテル；
グリシジルビニルエーテル、エチレングリコールビニルエーテルメタクリレート等のその
他のビニルエーテルが挙げられる。
【００６５】
　環状カーボネート化合物としては、例えばエチレンカーボネート、プロピレンカーボネ
ート等が挙げられる。
【００６６】
　化合物（Ｄ）は、室温接着力および低温接着力が優れる面でエポキシ化合物が好ましく
、脂肪族エポキシ化合物、エポキシ基含有シランカップリング剤が、より好ましい。
具体的にはネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオ－ルジ
グリシジルエーテル、トリメチロ－ルプロパントリグリシジルエーテル、３－グリシドキ
シプロピルトリエトキシシランが特に好ましい。
【００６７】
　化合物（Ｄ）は、接着剤１００質量％中、０．１～３０質量％を含むことが好ましく、
１～２５質量％がより好ましい。化合物（Ｄ）を適量含むと、室温接着力および低温接着
力がより向上する。
【００６８】
　本発明の接着剤は、さらに、ポリウレタン系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｅ１）
（以下、化合物（Ｅ１）ともいう）、ポリエステル系（メタ）アクリレートオリゴマー（
Ｅ２）（以下、化合物（Ｅ２）ともいう）、エポキシ系（メタ）アクリレートオリゴマー
（Ｅ３）（以下、化合物（Ｅ３）ともいう）からなる群より選ばれるオリゴマー（Ｅ）を
１種以上含むことが好ましい。これにより室温接着力および低温接着力がより向上する。
なお、化合物（Ｅ１）、化合物（Ｅ２）および化合物（Ｅ３）は、モノマー（Ａ）、モノ
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マー（Ｂ）およびモノマー（Ｃ）以外の化合物である。
【００６９】
　（Ｅ）の重量平均分子量は、５００～１０００００が好ましい。なお、本明細書におけ
る重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）により、重量
平均分子量が既知のポリスチレンを標準物質として測定した値である。
【００７０】
＜ポリウレタン系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｅ１）＞
　化合物（Ｅ１）は、分子内にウレタン結合と（メタ）アクリロイル基を有する化合物で
ある。化合物（Ｅ１）は、例えば、２個以上のイソシアネート基を有する化合物と水酸基
を有する化合物を反応させて得られる末端にイソシアネート基を有する化合物に、水酸基
を有する（メタ）アクリロイル基を反応させて得ることができる。または、水酸基を有す
る化合物と、イソシアネート基および（メタ)アクリレート基を有する化合物を反応させ
て得ることができる。
【００７１】
　少なくとも１個以上のイソシアネート基を有する化合物は、例えば４，４’－ジフェニ
ルメタンジイソシアネート、２，４－トリレンジイソシアネート、１，４－フェニレンビ
スメチレンジイソシアナート等の芳香族イソシアネート、３－イソシアネートメチル－３
，５，５－トリメチルシクロヘキシルイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート
等の脂肪族イソシアネート等が挙げられる
【００７２】
　化合物（Ｅ１）は、商品名でいうとＥＢＥＣＲＹＬ２１０、ＥＢＥＣＲＹＬ２２０（以
上、ダイセル・オルネックス社製）、ＣＮ９７８２、ＣＮ９７８３（以上、ＳＡＲＴＯＭ
ＥＲ社製）等の芳香族ポリウレタン系オリゴマー、紫光３０００Ｂ、紫光３７００Ｂ（以
上、日本合成化学工業社製）、ＥＢＥＣＲＹＬ２３０、ＥＢＥＣＲＹＬ２７０、ＥＢＥＣ
ＲＹＬ８４０２、ＥＢＥＣＲＹＬ８７０１（以上、ダイセル・オルネックス社製）等の脂
肪族ポリウレタン系オリゴマーが挙げられる。
【００７３】
＜ポリエステル系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｅ２）＞
　化合物（Ｅ２）は、分子内にエステル結合と（メタ）アクリロイル基を有する化合物で
ある。化合物（Ｅ２）は、例えば、多塩基酸と多価アルコールを重縮合して合成したポリ
エステルが有する水酸基と、カルボキシル基を有する（メタ）アクリレート（例えば、（
メタ）アクリル酸など）とのエステル化反応により合成した化合物である。
【００７４】
　多塩基酸は、例えばシュウ酸、マロン酸、コハク酸、アジピン酸、セバチン酸、アゼラ
イン酸、スベリン酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水コハク酸、無水マレイン
酸等の脂肪族系多塩基酸、ダイマー酸、シクロヘキサンジカルボン酸等の脂環族系、イソ
フタル酸、テレフタル酸、ビフェニルジカルボン酸等の芳香族系が挙げられる。
【００７５】
　多価アルコールは、例えばポリエチレングリコール、プロピレングリコール等で数平均
分子量（Ｍｎ）５０～５００のポリオール、およびその数平均分子量（Ｍｎ）５００～３
０，０００のポリオール、ならびにトリメチロールプロパン、グリセリン、ペンタエリス
リトール等が挙げられる。
【００７６】
　化合物（Ｅ２）は、商品名でいうとＣＮ２９６、ＣＮ２２０３、ＣＮ２２５９、ＣＮ２
２６１（以上、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）、等の芳香族ポリエステル系オリゴマー、ＣＮ２
９４、ＣＮ２２７０、ＣＮ２２７１（以上、ＳＡＲＴＯＭＥＲ社製）等の脂肪族ポリエス
テル系オリゴマーが挙げられる。
【００７７】
＜エポキシ系（メタ）アクリレートオリゴマー（Ｅ３）＞
　化合物（Ｅ３）は、エポキシ基を有する化合物のエポキシ基と、カルボキシル基および
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／または水酸基を有する化合物とを反応させた、（メタ）アククリロイル基を有する化合
物である。
　化合物（Ｅ３）は、エポキシ基を有しても良いところ、エポキシ基の全てをカルボキシ
ル基や水酸基と反応させて消費させた化合物であることが好ましい。
【００７８】
　エポキシ化合物は、化合物（Ｄ）で説明したエポキシ化合物を使用できる。
【００７９】
　化合物（Ｅ３）は、商品名でいうと、ＣＮ１０４、ＣＮ１１０（以上、ＳＡＲＴＯＭＥ
Ｒ社製）、ＥＢＥＣＲＹＬ６００、ＥＢＥＣＲＹＬ３７０１（以上、ダイセル・オルネッ
クス社製）等の芳香族エポキシ系オリゴマー、ＣＮ１１１、ＣＮ１１３（以上、ＳＡＲＴ
ＯＭＥＲ社製）、ＥＢＥＣＲＹＬ８６０（ダイセル・オルネックス社製）等の脂肪族エポ
キシ系オリゴマーが挙げられる。
【００８０】
　化合物（Ｅ１）、化合物（Ｅ２）および化合物（Ｅ３）の配合量は、接着剤１００質量
％中、化合物（Ｅ１）、化合物（Ｅ２）および化合物（Ｅ３）の合計で、１～３０質量％
程度が好ましく、３～２０質量％がより好ましい。
【００８１】
　本発明の接着剤は、さらに、その他（メタ）アクリレート化合物（Ｆ）（以下、化合物
（Ｅ）ともいう）を含んでも良い。
【００８２】
　化合物（Ｆ）を含むことにより、接着剤の粘度を下げて塗工性の向上、および湿熱耐性
等の耐久性をより向上させることができる。化合物（Ｆ）は、化合物（Ａ）、化合物（Ｂ
）、化合物（Ｃ）、化合物（Ｅ１）、化合物（Ｅ２）および化合物（Ｅ３）以外の（メタ
）アクリレートモノマーである。
【００８３】
　化合物（Ｆ）は、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル－、
（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシル、（メタ）アクリル酸ラウ
リル、および（メタ）アクリル酸ステアリル等の（メタ）アクリル酸アルキルエステル；
【００８４】
　（メタ）アクリル酸パーフルオロメチル、（メタ）アクリル酸２－パーフルオロエチル
－エチル、および（メタ）アクリル酸２－パーフルオロヘキサデシルエチル－等の（メタ
）アクリル酸パーフルオロアルキルエステル；
（メタ）アクリル酸（メトキシカルボニル)メチル、（メタ）アクリル酸２－（エトキシ
カルボニルオキシ）ヘキシル、（メタ）アクリル酸２－（プロポキシカルボニルオキシ）
エチル－、および（メタ）アクリル酸２－（オクチルオキシカルボニルオキシ）ブチル等
のカルボニル基を１つ有する脂肪族（メタ）アクリル酸エステル；
（メタ）アクリル酸２－オキソブタノイルエチル、（メタ）アクリル酸３－オキソブタノ
イルプロピル、（メタ）アクリル酸２，３－ジ（オキソブタノイル）ブチル、（メタ）ア
クリル酸２，３－ジ（オキソブタノイル）ヘキシル等のカルボニル基を２つ有する脂肪族
（メタ）アクリル酸エステル；
【００８５】
　（メタ）アクリル酸２－メトキシエチル、（メタ）アクリル酸２－エトキシエチル、（
メタ）アクリル酸２－プロポキシエチル、（メタ）アクリル酸３－プロポキシエチル、（
メタ）アクリル酸２－ブトキシエチル、（メタ）アクリル酸３－ブトキシエチル、および
（メタ）アクリル酸４－ブトキシエチル等のアルコキシ基含有（メタ）アクリル酸エステ
ル；
（メタ）アクリル酸のアルキレンオキサイド付加物等のアルキレンオキサイド含有（メタ
）アクリル酸誘導体；
【００８６】
　３，３－ジシクロプロピル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリ
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レート、ジシクロペンテニルオキシエチル－（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル
（メタ）アクリレート、ジメチロールジシクロペンタンジ（メタ）アクリレート、トリシ
クロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレート、イソボニル（メタ）アクリレート、３
－ヒドロキシ－１－アダマンチル（メタ）アクリレート、２－メチル－２－アダマンチル
（メタ）アクリレート、２－エチル－２－アダマンチル（メタ）アクリレート、２－プロ
ピル－２－アダマンチル（メタ）アクリレート、３，５－ジヒドロキシ－１－アダマンチ
ル（メタ）アクリレート、１，３－アダマンチルジオールジ（メタ）アクリレート、１，
３，５－アダマンチルトリ（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシ－１，５－アダマンチ
ルジ（メタ）アクリレート等の縮合環の脂肪族炭化水素環を有する（メタ）アクリレート
化合物；
【００８７】
　例えば、Ｎ－ヒドロキシエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシヘ
キシル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシオクチル（メタ）アクリルアミド等の水
酸基含有の（メタ）アクリルアミド；
【００８８】
　ジ（メタ）アクリル酸ビスフェノールＡ、ジ（メタ）アクリル酸エチレンオキサイド変
性ビスフェノールＡ、ジ（メタ）アクリル酸トリシクロデカンジメタノール等の２官能（
メタ）アクリル酸エステル；
トリ（メタ）アクリル酸トリメチロールヘキサン、トリ（メタ）アクリル酸トリメチロー
ルオクタン、およびトリ（メタ）アクリル酸１，１，１－トリスヒドロキシメチルエタン
、トリ（メタ）アクリル酸エチレンオキサイド変性イソシアヌル酸等の３官能（メタ）ア
クリル酸エステル；
【００８９】
　グリシジル（メタ）アクリレート、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）ア
クリレート等のカチオン重合性官能基を有する（メタ）アクリレート化合物；
テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート等の１個のヘテロ原子を含む複素環を有す
る（メタ）アクリレート化合物等が挙げられる。
【００９０】
　活性エネルギー線重合性接着剤は、活性エネルギー線重合開始剤（Ｇ）（以下、化合物
（Ｇ）ともいう）を含んでもよい。化合物（Ｇ）は、活性エネルギー線ラジカル重合開始
剤（ｇ１）、活性エネルギー線カチオン重合開始剤（ｇ２）、活性エネルギー線アニオン
重合開始剤（ｇ３）があげられる。
　活性エネルギー線ラジカル重合開始剤（ｇ１）は、公知の活性エネルギー線ラジカル重
合開始剤を使用できる。市販品を挙げると、例えば、イルガキュア－１８４、９０７、６
５１、１７００、１８００、８１９、３６９、２６１、ＤＡＲＯＣＵＲ－ＴＰＯ（以上、
ＢＡＳＦ社製）、ダロキュア－１１７３（メルク社製）、エザキュア－ＫＩＰ１５０、Ｔ
ＺＴ（日本シイベルヘグナ－社製）、カヤキュアＢＭＳ、カヤキュアＤＭＢＩ、（以上、
日本化薬社製）等が挙げられる。
【００９１】
　活性エネルギー線カチオン重合開始剤（ｇ２）は、公知の活性エネルギー線カチオン重
合開始剤を使用できる。市販品を挙げると、例えば、ＵＶＡＣＵＲＥ１５９０（ダイセル
・サイテック社製）、ＣＰＩ－１１０Ｐ（サンアプロ社製）等のスルホニウム塩やＩＲＧ
ＡＣＵＲＥ２５０（ＢＡＳＦ社製）、ＷＰＩ－１１３（和光純薬工業社製）、Ｒｐ－２０
７４（ローディア・ジャパン社製）等のヨードニウム塩が挙げられる。
【００９２】
　活性エネルギー線アニオン重合開始剤（ｇ３）としては、公知の活性エネルギー線アニ
オン重合開始剤を使用できる。市販品を挙げると、例えば、ＷＰＢＧ－１６５、ＷＰＢＧ
－０１８、ＷＰＢＧ－１７２、ＷＰＢＧ－１４０、ＷＰＢＧ－１６６、ＷＰＢＧ－０２７
、ＷＰＢＧ－０８２、ＷＰＢＧ－１６７、ＷＰＢＧ－１６８、ＷＰＢＧ－２６６（以上、
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和光純薬工業社製）等が挙げられる。
【００９３】
　化合物（Ｇ）は、接着剤１００質量％中に０．１～１０質量％を含むことが好ましく、
０．５～５質量％がより好ましい。
【００９４】
　本発明の接着剤は、ホウ酸およびホウ酸誘導体のうち少なくとも１種を０．１～２０質
量％含んでも良い。ホウ酸およびホウ酸誘導体のうち少なくとも１種を含むことで基材が
水酸基を有する場合、その水酸基と化学結合を形成し接着力が向上する。
【００９５】
　本発明においてホウ酸誘導体は、例えばホウ酸以外の１分子中にＢ－Ｏ－Ｈ結合を１つ
以上有する化合物、水の存在下加水分解してＢ－Ｏ－Ｈ結合を１つ以上形成し得るホウ素
含有化合物が好ましい。
ホウ酸誘導体は、ホウ酸酸化物（例えば、Ｂ2Ｏ3）；
ホウ酸と、アルコールまたはフェノールとの反応により得られる誘導体、例えば、ホウ酸
トリメチル、ホウ酸トリエチル、ホウ酸トリ－ｎ－プロピル、ホウ酸トリ－ｎ－ブチル、
ホウ酸トリフェニル、ホウ酸トリイソプロピル、ホウ酸トリ－ｔ－アミル、ホウ酸トリフ
ェニル、トリメトキシボロキシン、ホウ酸トリ－２－シクロヘキシルシクロヘキシル、ホ
ウ酸トリエタノールアミン、ホウ酸トリイソプロピルアミン、ホウ酸マンニトール、ホウ
酸グリセロール、およびホウ酸トリイソプロパノールアミン等のホウ酸エステルが挙げら
れる。
ホウ酸誘導体は、ボロン酸の誘導体を含む、例えば、メチルボロン酸、エチル－ボロン酸
、ブチルボロン酸、およびシクロヘキシルボロン酸等のアルキルまたはアルケニルボロン
酸；
フェニルボロン酸、ナフタレンボロン酸、およびアントラセンボロン酸等のアリールボロ
ン酸等、またはこれらのアリール基に任意の置換基を有する置換型アリールボロン酸が挙
げられる。
【００９６】
　また、ホウ酸誘導体は、ホウ素含有部分を含むオリゴマーおよびポリマーが挙げられる
。例えば、ホウ酸と水酸基を有する活性エネルギー線重合性化合物とを反応したホウ酸エ
ステル化合物が挙げられる。
【００９７】
　本発明の活性エネルギー線重合性接着剤は、必要に応じて、さらに光増感剤、アミン系
触媒、リン系触媒、フィラー、帯電防止剤、老化防止剤、酸化防止剤、粘着付与剤、アン
チブロッキング剤、消泡剤、可塑剤、シランカップリング剤、チタンカップリング剤等を
含有できる。
【００９８】
　本発明の接着剤は、実質的に有機溶剤を含まないことが好ましく、有機溶剤を全く含ま
ないことが好ましい。接着剤は特にトルエンは含まないことが好ましい。しかし、化合物
（Ｇ）は、モノマーやオリゴマーに溶解し難いため、化合物（Ｇ）を溶解するために、少
量の有機溶剤は含んでもよい。接着剤中での有機溶剤の含有量は、５質量％以下である。
【００９９】
　本発明の接着剤は、樹脂の寸法安定性の制御の観点から、２５℃での粘度が、１～２０
００ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０～１５００ｍＰａ・ｓがより好ましく、２０
～１０００ｍＰａ・ｓがさらに好ましい。なお、粘度は、Ｅ型コーンローター粘度計を使
用し、1°34’×Ｒ２４ローターで１０回転／１分で測定した、回転開始１分後の数値で
ある。
【０１００】
　本発明の積層体は、第一の基材と、活性エネルギー線重合性接着剤の硬化物である樹脂
層と、第二の基材とを備えている。
【０１０１】
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　樹脂層の形成は、第一の基材上に塗工して形成した樹脂層上に、第二の基材を貼り合わ
せる。活性エネルギー線を照射は、任意のタイミングで行う。例えば、接着剤の塗工時、
あるいは積層する際、さらには積層した後に活性エネルギー線を照射することができる。
これらの中でも第二の基材を積層した後に活性エネルギー線を照射して硬化ことが好まし
い。そのため第一の基材および第二の基材のうち少なくとも一方が活性エネルギー線によ
る硬化反応を阻害しないことが好ましい。
【０１０２】
　第一の基材および第二の基材は、フィルム状基材を使用することが好ましい。フィルム
状基材は、例えばセロハン、各種プラスチックフィルム、および紙等が挙げられる。なか
でも、透明な各種プラスチックフィルムの使用が好ましい。また、フィルム状基材は、フ
ィルムが透明であれば、単層または、複数の基材を積層した多層構造を有するものであっ
ても良い。
【０１０３】
　透明フィルムは、例えばポリビニルアルコールフィルム、ポリトリアセチルセルロース
フィルム、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリシクロオレフィン、およびエチレン－酢
酸ビニル共重合体などのポリオレフィン系フィルム；ポリエチレンテレフタレートおよび
ポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル系フィルム；ポリカーボネート系フィル
ム、ポリノルボルネン系フィルム、ポリアリレート系フィルム、ポリアクリル系フィルム
、ポリフェニレンサルファイド系フィルム、ポリスチレン系フィルム、ポリビニル系フィ
ルム、ポリアミド系フィルム、ポリイミド系フィルム、並びにポリオキシラン系フィルム
等が挙げられる。
　樹脂層の構成は、例えば第一の基材に透明フィルムまたは透明ガラス板を使用すれば、
第二の基材として活性エネルギー線が透過し難い基材、例えば、木材、金属板、プラスチ
ック板、紙加工品等を使用しても良い。
【０１０４】
　基材の厚さは、通常５～５００００μｍである。
【０１０５】
　塗工は、公知の塗工装置を使用できる。例えば、マイヤ－バ－、アプリケ－タ－、刷毛
、スプレ－、ロ－ラ－、グラビアコ－タ－、ダイコ－タ－、マイクログラビアコ－タ－、
リップコ－タ－、コンマコ－タ－、カ－テンコ－タ－、ナイフコ－タ－、リバ－スコ－タ
－、スピンコ－タ－等が挙げられる。
【０１０６】
　活性エネルギー線は、紫外線を含む波長ないし光が好ましく、１５０～５５０ｎｍがよ
り好ましい。活性エネルギー線の光源は、例えば、低圧水銀灯、中圧水銀灯、高圧水銀灯
、超高圧水銀灯、ケミカルランプ、ブラックライトランプ、マイクロウェ－ブ励起水銀灯
、ＬＥＤランプ、キセノンランプ、およびメタルハライドランプ等が挙げられる。
【０１０７】
　活性エネルギー線の照射強度は、１０～５００ｍＷ／ｃｍ2が好ましい。照射強度と照
射時間の積として表される積算照射量は、１０～５０００ｍＪ／ｃｍ2が好ましく、３０
～４０００ｍＪ／ｃｍ2がより好ましい。
【０１０８】
　樹脂層の厚さは、０．１～６μｍが好ましく、０．１～３μｍがより好ましい。樹脂層
の厚さが、上記範囲内であると接着力がより向上する。
【０１０９】
　積層体の実施態様を挙げると、例えば透明フィルム／接着層／透明フィルム、又は透明
フィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルムといった、複数の透明フィルム
を積層して得られるシ－ト状の多層フィルムが好ましい。また、他の実施態様は、透明フ
ィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルム／接着層／透明フィルムといった
シ－ト状の多層フィルムを、ガラス又は光学シートといった他の光学部材に接着した構成
も好ましい。これらの積層体は、活性エネルギー線重合性接着剤を、基材の片面、あるい
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は両面から活性エネルギー線を照射する接着層を硬化させる。
【０１１０】
　また、本発明の積層体は、光学用途に使用することが好ましく、偏光板として使用する
ことがより好ましい。
【０１１１】
　光学用途とは、液晶表示装置、ＰＤＰモジュ－ル、タッチパネルモジュ－ル、および有
機ＥＬモジュ－ル等に使用する用途である。係る用途に使用するのは光学用積層体という
。光学用積層体は、第一の基材および第二の基材の少なくとも一方に光学フィルムを使用
する。光学フィルムは、例えばハ－ドコ－トフィルム、帯電防止コ－トフィルム、防眩コ
－トフィルム、偏光フィルム、位相差フィルム、楕円偏光フィルム、反射防止フィルム、
光拡散フィルム、輝度向上フィルム、プリズムフィルム（プリズムシ－トともいう）、加
飾フィルム（タッチパネル用充填シ－トを意味する）、および導光フィルム（導光板とも
いう）等が挙げられる。
【０１１２】
　偏光板は、第一の基材が偏光子であり、第二の基材に保護フィルムを使用する。また偏
光板は、前記第一の基材の第二の基材側の反対面に樹脂層を介して第三の基材を備えてい
てもよい。第三の基材は、保護フィルムを使用する。
【０１１３】
　偏光子は、通常ポリビニルアルコールフィルム等を用いる。偏光子の厚さは、通常２～
２００μｍ程度である。
【０１１４】
　保護フィルムは、例えばポリアセチルセルロース系フィルムであるポリトリアセチルセ
ルロース系保護フィルム（以下、「ＴＡＣフィルム」という）、ポリノルボルネン系フィ
ルムであるポリシクロオレフィン系フィルム、ポリアクリル系フィルム、ポリカーボネー
ト系フィルム、ポリエステル系フィルム等が挙げられる。
　保護フィルムの厚さは、通常５～２００μｍ程度である。
【０１１５】
　偏光板の作製方法の例を以下説明する
【０１１６】
（１）第１の透明フィルムである保護フィルムの一方の面に、活性エネルギー線重合性接
着剤を塗工し、第１の樹脂層を形成し、第２の透明フィルムである保護フィルムの一方の
面に、活性エネルギー線重合性接着剤を塗工し、第２の樹脂層を形成する。
【０１１７】
　次いで、ポリビニルアルコール系偏光子の各面に、第１の樹脂層および第２の樹脂層面
に対して、同時または順番に重ね合わせた後、活性エネルギー線を照射し、第１の樹脂層
および第２の樹脂層を重合硬化することによって製造する方法。
【０１１８】
（２）ポリビニルアルコール系偏光子の一方の面に、活性エネルギー線重合性接着剤を塗
工し、第１の樹脂層を形成し、形成された第１の樹脂層の表面を透明フィルムである第１
の保護フィルムで覆い、次いでポリビニルアルコール系偏光子の他方の面に、活性エネル
ギー線硬重合性接着剤を塗工し、第２の樹脂層を形成し、形成された第２の樹脂層の表面
を第２の保護フィルムで覆い、活性エネルギー線を照射し、第１の樹脂層および第２の樹
脂層を重合硬化することによって製造する方法。
【０１１９】
（３）第１の透明フィルムである保護フィルムとポリビニルアルコール系偏光子を重ねた
端部および、ポリビニルアルコール系偏光子の第１の保護フィルムがない面に重ねた第２
の保護フィルムの端部に活性エネルギー線重合性接着剤をたらした後、ロ－ルの間を通過
させ各層間に接着剤を広げる。次に活性エネルギー線を照射し、活性エネルギー線重合性
接着剤を重合硬化させることによって製造する方法等があるが、特に限定するものではな
い。
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【実施例】
【０１２０】
　以下、実施例を示して本発明を更に具体的に説明するが、本発明はこれらによって限定
されるものではない。なお「部」は「重量部」であり、「％」は「重量％」を表す。表中
の配合量は、重量部である。
【０１２１】
［ポリビニルアルコール系偏光子の製造例］
　ホウ酸２０重量部、ヨウ素０．２重量部、ヨウ化カリウム０．５重量部を水４８０重量
部に溶解させて染色液を調整した。この染色液にＰＶＡフィルム（ビニロンフィルム＃４
０、アイセロ社製）を、３０秒浸漬した後、フィルムを一方向に２倍に延伸し、乾燥させ
て、膜厚３０μｍのＰＶＡ偏光子を得た。
【０１２２】
［実施例１］
＜活性エネルギー線重合性接着剤の製造例＞
　遮光された容量３００ｍＬのガラス瓶に、化合物（Ａ）として４－ヒドロキシブチルア
クリレート５０部、化合物（Ｂ）として１，６－ヘキサンジオールジアクリレート（MIWO
N社製　商品名Ｍｉｒａｍｅｒ　Ｍ２００）２０部、化合物（Ｃ）としてトリメチロール
プロパントリアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品名Ｍｉｒａｍｅｒ　Ｍ３００）２８部
、イルガキュア１８４（ＢＡＳＦ社製光ラジカル重合開始剤）２部を加え、十分に攪拌と
脱泡を行い、活性エネルギー線重合性接着剤を得た。
【０１２３】
［実施例２～２６、比較例１～６］
　実施例１の原料およびその配合量を表１～表４に記載された通りに変更した以外は、実
施例１と同様に行うことで、それぞれ実施例２～２６、ならびに比較例１～６について活
性エネルギー線重合性接着剤を得た。
【０１２４】
　実施例１～２６、ならびに比較例１～６で得られた活性エネルギー線重合性接着剤を用
いて、下記の積層体Ａおよび積層体Ｂをそれぞれ作製した。
【０１２５】
＜積層体Ａの製造例＞
　透明フィルムとして、三菱レイヨン社製のアクリルフィルムＨＢＤ－０２２、および、
日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有しないポリノルボルネン系フィルム（厚さ１００μ
ｍ）を使用した。２枚の透明フィルムの片側の表面に３００Ｗ・分／ｍ2の放電量でコロ
ナ処理を行った。その後１時間以内に、アクリルフィルムＨＢＤ－０２２のコロナ処理面
上に、上記活性エネルギー線重合性接着剤を、ワイヤ－バ－コ－タ－を用いて、厚みが４
μｍとなるように塗工し樹脂層を形成した。さらに紫外線吸収剤を含有しないポリノルボ
ルネン系フィルムを重ね、アクリルフィルムがブリキ板に接するように、四方をセロハン
テ－プで、ブリキ板に固定した。
【０１２６】
　活性エネルギー線照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）で最大照度５００ｍＷ／ｃｍ2、
積算光量５００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を、日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有しないポ
リノルボルネン系フィルム側から照射して、積層体Aを作成した。
【０１２７】
＜積層体Ｂ（偏光板）の製造例＞
　第１の透明フィルムとして、富士フィルム社製の紫外線吸収剤含有ポリトリアセチルセ
ルロース系フィルム：商品名「フジタック：８０μｍ」（厚み８０μｍ）を用い、第２の
透明フィルムとして、日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有しないポリノルボルネン系フ
ィルム（厚さ１００μｍ）を使用した。第１および第２の透明フィルムの片側の表面に３
００Ｗ・ｍｉｎ／ｍ2の放電量でコロナ処理を行い、その後１時間以内に、活性エネルギ
ー線重合性接着剤を、各フィルムのコロナ処理面上に、ワイヤ－バ－コ－タ－を用いて厚
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みが４μｍとなるように塗工し、樹脂層を形成した。第１および第２の透明フィルムに形
成した樹脂層との間にポリビニルアルコール系偏光子を挟み、第１の透明フィルム／樹脂
層／ＰＶＡ系偏光子／樹脂層／第２の透明フィルムからなる積層体を得た。第１の透明フ
ィルムがブリキ板に接するように、この積層体の四方をセロハンテ－プで固定し、ブリキ
板に固定した。
【０１２８】
　活性エネルギー線照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）で最大照度５００ｍＷ／ｃｍ2、
積算光量５００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を第２の透明フィルム側から照射して、積層体Ｂ（
偏光板）を作成した。
【０１２９】
　得られた積層体Ａ，Ｂについて、曲面室温接着力、曲面高温接着力および曲面低温接着
力を評価した。結果を表１～表４に示す。
【０１３０】
《曲面室温接着力》
　直径８ｃｍの金属製円柱に得られた積層体Ａおよび積層体Ｂをそれぞれを巻き付け、積
層体の端部を市販のセロハンテープで固定し、２３℃、相対湿度５０％ＲＨで１か月間保
管した後、積層体を金属製円柱からはがし、接着力を測定した。
接着力は、日本工業規格（ＪＩＳ）Ｋ６８５４－４　接着剤－剥離接着強さ試験方法－第
４部：浮動ロ－ラ－法に準拠して測定した。即ち、得られた積層体を、２５ｍｍ×１５０
ｍｍのサイズにカッタ－を用いて裁断して測定用サンプルとした。測定用サンプルのポリ
ノルボルネン系フィルム面に両面粘着テ－プ（ト－ヨ－ケム社製ＤＦ８７１２Ｓ）を貼り
付け、ラミネ－タを用いて金属板上に固定させた。測定用の積層体には、透明フィルムの
間に予め剥離用のキッカケを設けておき、この測定用の積層体を２３℃、相対湿度５０％
の条件下で、３００ｍｍ／分の速度、９０°の角度で、接着力を測定した。接着力は、積
層体Ａの場合、アクリルフィルムＨＢＤ－０２２を、積層体Ｂの場合、第１の透明フィル
ム／樹脂層／ＰＶＡ系偏光子を引き剥がし、接着力を測定した。この接着力を４段階で評
価した。なお、評価基準は、◎、○、△の評価であれば、実用上、問題のないレベルであ
る。
　　◎：剥離不可、あるいは基材破壊　（極めて良好）
　　○：剥離力が２．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上　（良好）
　　△：剥離力が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上２．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用可）
　　×：剥離力が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用不可）
【０１３１】
《曲面高温接着力》
　上記曲面室温接着力における金属製円柱に固定した積層体の保管条件を２３℃から８０
℃に変更した以外は、曲面室温接着力と同様に接着力を測定した。この接着力を４段階で
評価した。◎、○、△の評価であれば、実用上、問題のないレベルである。
　　◎：剥離力が１．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上　（極めて良好）
　　○：剥離力が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上１．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（良好）
　　△：剥離力が０．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用可）
　　×：剥離力が０．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用不可）
【０１３２】
《曲面低温接着力》
　上記曲面室温接着力における金属製円柱に固定した積層体の保管条件を２３℃から－３
０℃に温度を変更した以外は、曲面室温接着力と同様に接着力を測定した。この接着力を
４段階で評価した。◎、○、△の評価であれば、実用上、問題のないレベルである。
　　◎：剥離不可、あるいは基材破壊　（極めて良好）
　　○：剥離力が１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上　（良好）
　　△：剥離力が０．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用可）
　　×：剥離力が０．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満　（使用不可）
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【０１３３】
　以下、実施例で使用した材料とその略号を示す。
＜化合物（Ｂ）＞
エチレンオキサイド２ｍｏｌ変性１，６－ヘキサンジオールジアクリレート（ＭＩＷＯＮ
社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ２０２、一般式（１）におけるＲ１およびＲ２が水素、
Ｐ１およびＰ３が－ＣＨ2－ＣＨ2－、Ｐ２が－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｃ
Ｈ2－、ｎ１およびｎ３が１の化合物）
プロピレンオキサイド２ｍｏｌ変性ネオペンチルジオールジアクリレート（ＭＩＷＯＮ社
製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ２１６、一般式（１）におけるＲ１およびＲ２が水素、Ｐ
１およびＰ３が前記一般式（５）で示される構造または前記一般式（６）で示される構造
、Ｐ２が前記一般式（７）で示される構造、ｎ１およびｎ３が１の化合物）
ジプロピレングリコールジアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ２
２２、一般式（２）におけるＲ３およびＲ４が水素、Ｐ４およびＰ５が前記一般式（５）
で示される構造または前記一般式（６）で示される構造、ｎ４およびｎ５が１の化合物）
１，６－ヘキサンジオールジメタクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　
Ｍ２０１、一般式（１）におけるＲ１およびＲ２が－ＣＨ3、Ｐ２が－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｃ
Ｈ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－、ｎ１およびｎ３が０の化合物）
ポリエチレングリコール２００ジアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ
　Ｍ２８２　（一般式（２）におけるＲ３およびＲ４が水素、Ｐ４が－ＣＨ2－ＣＨ2－で
、ｎ４＝４，ｎ５＝０の化合物））
【０１３４】
＜化合物（Ｃ）＞
トリメチロールプロパントリアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ
３００、一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７が水素、ｎ６、ｎ７およびｎ８が０
の化合物）
エチレンオキサイド３ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリアクリレート（ＭＩＷＯＮ
社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ３１３０、一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７
が水素、Ｐ６、Ｐ７およびＰ８が－ＣＨ2－ＣＨ2－、ｎ６、ｎ７およびｎ８が１の化合物
）
プロピレンオキサイド３ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリアクリレート（ＭＩＷＯ
Ｎ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ３６０、一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７
が水素、Ｐ６、Ｐ７およびＰ８が前記一般式（５）で示される構造または前記一般式（６
）で示される構造、ｎ６、ｎ７およびｎ８が１の化合物）
ジメチロールプロパンテトラアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ
４１０、一般式（４）におけるＲ８、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１が水素、ｎ９、ｎ１０、
ｎ１１およびｎ１２が０の化合物）
トリメチロールプロパントリメタクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　
Ｍ３０１、一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７が－ＣＨ3、ｎ６、ｎ７およびｎ
８が０の化合物）
エチレンオキサイド９ｍｏｌ変性トリメチロールプロパントリアクリレート（ＭＩＷＯＮ
社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ　Ｍ３１９０、一般式（３）におけるＲ５、Ｒ６およびＲ７
が水素、Ｐ６、Ｐ７およびＰ８が－ＣＨ2－ＣＨ2－、ｎ６、ｎ７およびｎ８が３の化合物
）
【０１３５】
＜化合物（Ｄ）＞
２０２１Ｐ：３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（３，４－エポキシ）シクロヘキシ
ルカルボキシレート、ダイセル社製、商品名セロキサイド２０２１Ｐ
ＥＸ２１２Ｌ：１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル（低塩素グレード）、ナ
ガセケミテックス社製、商品名デナコールＥＸ２１２Ｌ
ＫＢＥ－４０３：３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン　信越化学社製　商品名
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【０１３６】
＜化合物（Ｅ１）＞
ＵＶ３０００Ｂ：ポリウレタン系アクリレートオリゴマー、重量平均分子量１８０００、
日本合成化学工業社製、商品名紫光ＵＶ３０００カチオン重合性化合物Ｂ
ＰＵ３７０１：ポリウレタン系メタアクリレートオリゴマー、重量平均分子量１５０００
、ＭＩＷＯＮ社製、商品名Ｍｉｒａｍｅｒ　ＰＵ３７０１
【０１３７】
＜化合物（Ｅ２）＞
ＥＢＥＣＲＹＬ５２５：ポリエステル系アクリレートオリゴマー（トリプロピレングリコ
ールジアクリレート４０質量％含有）、重量平均分子量４００００、ダイセル・オルネッ
クス社製、商品名ＥＢＥＣＲＹＬ５２５
ＥＢＥＣＲＹＬ８８４：ポリエステル系アクリレートオリゴマー、重量平均分子量３００
０、ダイセル・オルネックス社製、商品名ＥＢＥＣＲＹＬ８８４
【０１３８】
＜化合物（Ｅ３）＞
ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－９４８５：エポキシ系アクリレートオリゴマー、重量平均分子量５
０００、日本化薬社製、商品名ＫＡＹＡＲＡＤ　Ｒ－９４８５
ＥＢＥＣＲＹＬ８６０：エポキシ系アクリレートオリゴマー、重量平均分子量１２００、
ダイセル・オルネックス社製、商品名ＥＢＥＣＲＹＬ８６０
【０１３９】
＜化合物（Ｆ）＞
ＴＨＦＡ：テトラヒドロフルフリルアクリレート　大阪有機化学工業社製、商品名ビスコ
ート＃１５０
Ｍ３１５：イソシアヌル酸エチレンオキサイド変性トリアクリレート　東亜合成社製　商
品名アロニックスＭ３１５
ポリエチレングリコール６００ジアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製　商品目Ｍｉｒｏｍｅｒ
　Ｍ２８０　（一般式（２）におけるＲ３およびＲ４が水素、Ｐ４が－ＣＨ2－ＣＨ2－で
ｎ４＝１４，ｎ５＝０の化合物））
ＡＢＥ３００：エチレンオキサイド３ｍｏｌ変性ビスフェノールＡジアクリレート（新中
村化学社製　商品名ＮＫエステル　ＡＢＥ３００）
【０１４０】
＜化合物（Ｇ）＞
イルガキュア１８４：１－ヒドロキシーシクロヘキシルーフェニルーケトン、ＢＡＳＦ社
製、商品名イルガキュア１８４
ＣＰＩ－１００Ｐ：活性エネルギー線カチオン重合開始剤、サンアプロ社製、商品名ＣＰ
Ｉ－１００Ｐ
【０１４１】
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【表１】

【０１４２】
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【表２】

【０１４３】
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【表３】

【０１４４】
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【表４】

【０１４５】
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【表５】

【０１４６】
　表の結果より実施例１～３２は、比較例１～６よりも、曲面室温接着力、曲面高温接着
力、曲面低温接着力について明らかに優れている。
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